日立過熱水蒸気オーブンレンジ型式 MRO - DV 100 

カンタンご巧用ガイド 


詳しくは r 取巧説明書 J をご覧くださし、。 

口巧®源?？「職説明誦谦 


巧]めてお使いになるときの準備 


上側 20 cmlU 上 


〇] 


/ 背面は壁に 
ピッタリ設置 
でさます。 


II 壁などとの間をあけて設置し、 

アースを取り付ける 
安全上のご注意 (- » P .6.7) 

をお読みになり正しく設置4 ^ cmLU±l 
してくださし、。 4 

@ グラムポジションシステム(食材の分量位置検出)の0点調節をずる 

〇差込フラグをコンセントに差し込み、一度ドアを開ける 
電源び入り、表示部にの」び表示されます。 


ち側 

4;5 cnU ソ上 


@加熱室底面にテーブルプレートをセットずる(「テマエ」の刻印を手前に) 
0ドアを閉めて りけし） を3秒間巧し続ける 
「ピッ」とブプ^び鳴り、数秒後、0表示で 
0点調節び終了します。 Op . 16〕 



才ート調理の®いかた（ハンバ_グの例) 皮 画亟萄 

0 ドアを開ける 


開閉 


0 水道水を給水ずる 

〇 給水タンクを本体から引を出す 
Q 給水□ふたを開いて給水する 


給水口內の棒(満水ゲージ) 
先端までで満水です。 
(水平にして確認する） 

@ 給水口ふたを閉める 

Q 給水タンクを本体に 
セットする 
周囲のレッグカバー 
と同じ位置まで巧し 



0 


込みます。 

メニューを選ぶ 

ダイヤルを回し、 

「13八ンバーグ」を選ぶ 



給水タンクレッグカバー 


メニコー/58巧 




終■/音び鳴った5食品を取り出す 


会 


手動調巧の巧いかた (今 P .38 〜47 ) 


ドアを開けると想原び乂〇まず 


差込プラグをコンセントに差込んだだけでは電源び 
入りません。待煤時消費電カオフ傑能が動作中でず。 

電力を節約するため、ドアを閉めて約10分間操作び無い 
と自動的に電源を切り、表示部の「0」ち消え、キーを押し 
てち受け付けません。ドアを開閉すると電源び入り、表示 
部に「0」び表示され、キーを受け付けます。 


0点調節のお願い 

•曰常ご使用の巧を、ときどを0点調節を巧ってください。 

調理を上手に仕上げるためです。 （今 P . 1句 


お願い 

♦使用する水は塩素消毒された水道水をご使用ください。 
浄水器の水、ミネラルウォーター、アルカリイオン水、井 
戸水はスチームの噴出□び詰まることびあります。 
•水は必ず満水ラインまで入れ、本体にしっかり奥まで差し 
込んでください。 

♦給水タンクはご使用するたびに水で洗い、新しい水を入 
れて < ださい。 

•室温5で以下では使用しないでください。 

♦給水タンクには水 lil が入れないでください。 
•スチームを使わないとさも給水タンクを本体にセットし 
て < ださい。 


加熱室奥面の巧の中び、明るくなったり、 
暗くなったりします。 

加熱室の温度を一定にするため、熱風 
ヒーターの通輩を断続するためです。 


/城 


♦調理終了後は給水タンクの残水を捨て、ノ（イプの水巧を 
を巧ってください。 [-» き面 r パイブの水巧き J ] 

•如熱室の温度がおえてから、加熱室内に付着した水滴を 
巧:きとってください。 
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わがや流あたためのほいかた 





♦センシング中は表示び回転します。 





けンシングび終わると、食品重室り Og 単位) 
を表示します。（約3秒間） 


•終了までの時間を表示します。 


•終了すると「0」表示に戻ります。 


を押し、お好みにより希望 
の仕上がりに調節ずる 

•仕上びり調節を登録されます。 


〇 

@ 

み 


登録した容器に食品を入れ、 
庫巧に置きドアを閉める 


わがや流 
一保出い 一 


メニュ-用が 


を押ず 


メニ：！-/*が を回し、登録した 
「メニュー 番号」 
と r 容器番号」を 
選択する 



を押ず 

^ぎゴ》 •終了 音び鳴ったら 
食品を取り出す。 


容器番号 


メニュー番号 




冷 は -H 
i •テ-列 


-- トンク . 

つ M 

た sa C 


メニ：!一/« 巧 






とりけし 


《「35冷凍ごはん」の容器を2に登録し、その後、 
登録した容器であたためる場合。 


〇 

@ 


登録したい空の容器を庫内 
に置きドアを閉める 


を押ず 


にコ-巧巧 を回し、希望の 
「メ—っ一番 g I 
歎をリと r 容器番号」を 
選がずる 


客醜 ■ 


を巧ず 


> 約6秒後、「ピー」と鳴った 
ら容器の計量び終わ0、表 
示部に 「 M 」 び表示されて、 
登録び終わります。 



拥 


3【才 -M 
i . テ-ブル 


レンジ 


が 


客坦 


0 


0 


容驢 ■ 


お手持ちの容器の重をを営録ずる 


登録した容器を巧って食品をあたためる 


メニュー番号 

容器番号 

34ごはん 

1〜4 

35冷凍ごはん 

1〜2 

36おかず 

1〜4 

37汁ちの 

1〜4 

38牛季し 

1〜4 

39お酒 

卜2 


tt がり 




广し 


CJ 

rn 


州づ 
はテ 

強•中•巧 



9 

nu 

CJ 



ミ如•扭 










































































































とり仇 


※登録してない茶わんで「3己冷凍ごはん」を 
あたためる場を。 


〇 

@ 


使う空の容器を、庫巧に 
置さ、ドアを閉める 


を巧ず 


だ]-ぶが を回し、希望の 
「メニュー番号」 
と「-」を選択 
する 



メこ 


容器れ屋 

( 8 か 


を巧ず 


•約 6秒後、「ピー」と鳴った 
ら容器の計呈び終わりです。 


強け-卜] レンジ 11 ' 

r づルぉ SS •む 


巧け-卜】 
i •テ-ブル 

k 


巧 


す - "^ 


客 S 


〇 


ドアを開け、計量した容器に食品を入れ、ドアを閉める。 

にュ-度が •センシング中は表示び回乾します。 

♦終了音び鳴ったら 
食品を取り出す。 


/ 


巧は-卜】 

心 レ 

f 登録しない 

i •テ-ブ況 

巧 


境合は卜」 

去 

ち S ^~^ 

を選択。 


成 

r^\ W 




を巧し、お好みにより希望 
のィ±上がりに調節ずる 


>1 z ンシングび終わると、食品重量 ( 1 Og 単位) 
を表示します。（約3秒間） 


♦終了までの時間を表示します。 


♦終了すると「0」表示に戻ります。 


登録した容器のメモとしてお巧いくだをい。 •添付した「のり巧きメモ用紙」に、登録した容器の内容 

をメモし、ここに貼ってご利用ください。 


わがや流あたためは、自分のお巧みにあたためる機能です。 

お好みに仕上げるため、使いかたに応じてけ下の操作手順で行ってくださし、。 


お手持ちの容器の重をを登録しないであたたゆる 


メニュー / a 巧 


0 


わがや巧 
w おし） 


製レ 


レンジ 


巧 


iJll 


容器 

番号 

メニユー 

34 ごはん 

35 ; 令凍ごはん 

36 おかず 

37 汁ちの 

38 牛乳 

39 お酒 

1 







2 







3 







4 








陣ん•が a 賴 




Ml 

r-J 


巧•中•费 


9 

nu 

CJ 



強•如•扭 
















































































> センシング中は表示が回転し 



0 


メニユ-用が 


を巧す 

•終了 音び鳴ったら 
食品を取0出す。 


を選がず々 


は -H 
• テ-ブル 


を選択ずる 


Kf を回し、登録した 

たた r メ—ユ—番号」 

@ 




わがや流 
仰化し L 


を押ず 




を巧し、お好みにより希望 


の仕上びりに調節する 


センシングびおわると、食品重置 ( 1 Og 単位) 
を表示します。（約3秒間） 


♦終了までの時間を表示します。 


♦終了すると「0」表示に戻ります。 





《「34ごはん容器番号1」のあたためで登録 
した容器で「36おかず」をあたためる場合。 


〇 


登録してあるメニューの 
容器に別の食品を入れ、 
庫巧に置さ、ドアを閉める 


を巧ず 




登録してある容器に別のメニューの食品を入れてあたためる 


メニ； 1-/S 巧 


ねびや流 
W おし） 


巧は 一H レンジ 

r ルえ S ISO 


0 


メニユ -/! 巧 

登録してある 


を回し、あたためる 

メニュー番号 


おたためる 

^装譯リ「メニュー番号」 

と容器番号 


メニュー番号 


ドバ， 


か • SS 《 ♦ 

骑 



メニュー番号 


容器番号1 

准 け -H 

A 

1 



ふ•テ-フル 



|M 


ろ 

ゴ s 

客 《 

1 



お讀 •わがや流あたためは、各容器番号に1コの容器を登録し、 
あたためるときは、必ず登録した容器でご使用ください。 
♦ 巧 4ごはん I は常温のごはんに設定されていまず。 

冷蔵のごはんは II あたため I であたためて<ださい。 



tt がり 



ちん ぃ 


6 

3 

1 ! 

巧•单•巧 


1っ 


郎 


m 

r-J 


苗 


ミ中•巧 


U — 

1J 


期 


巧ふ•巧 


nu 

•JJ 

ノ 


广〇 

1J 

1 ! 

強•か•兒 
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巧つておいていただをたいこと 


下記の内容に十分ごま意いたださ、ご使用ください。 



〇 


パイプの水抜き 


テーブルフ レー トをセットして、ドアを 
閉める 

表示部の「0」を確認し、給水タンクを 
本イ本から引さ巧く 

メニコー/宙巧 

■ 心メニュー選択を回し、 

に日お手入れ清掃」をセット 
する 





を押す 

終了音が鳴った 5 水巧さ完了 



レッグカバーのお手入れ 


>レッグ カバーはスチーム 調理など、湯気 
が結露したとさの露受けです。こまめに 
お手入れしてください。 

給水タンクをがしてから、左ち奥に指 
をかけ、手師こ引しで外します。 



肉や魚の解凍は 
トレーのままで 


♦包装をがし、トレーのままテーブル 
プレート中央にのせてください。 

♦半解凍は食品のや/こ\が少し凍って 
し、る状態に仕上げます。 

(解凍後 3 〜 5 分放置して、自然解凍 
する） 

♦分量の目安は100〜1，〇〇 Og 

♦グリル調理•オーブン調理の後は 
加熱室が熱くなっているのでドア 
を開けて冷ましてか！ 5 使ってくだ 
さい。 f P .29 1 


レンジ加熱で黒皿や 
焼網を使わない 


•付属の黒皿や金属の調理道具 
(アルミホイル•金串など）を使 
わないでください。 L •今 P .13 1 
(付属の焼網はクッキング 
ガイドに記載の使いかたに限り 
使えます。） P .1 K 20.211 




食品の分量に 
あつた器の大をさ 


•容器の大きさは、食品 
を入れたとき、八分目 
く 5 いになる大きさが 
適当です。 

•適合する容器が無い 
ときは、 r 手動調理」で 
様テを見なが 5 加熱 
して < ださい。 

〔-► P .38 つ 


2個 1 U 上の食品の同時加熱 


■分量を同じくらいに 
して飲みちのは中央 
部に寄せて、お総菜は 
間を少し離して置きま 
す。 


■異なる容器や食品は 
うま<ぁたたまらない 
ことがあります。 

2品を同時にあたた 

める。 >»P.24 、25 



■異なる食品は手動調理 
で様子を見なび5加熱。 
S 品を同時にあたためる。 

- ^P. 24.25 



■ Pi あたためし 
p 日;冷1と冷蔵I 、 
23セットメニュ -1 

Ui がの異なる食 
品はオート調理 
はでさません。 
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^ 突然の沸騰にま意 as 


>飲み物(水、牛乳、酒、コーヒー、豆乳•開口び細い容器は特に注意し、小さなカッフ、 
など)やカレーやシチューなどとろみ マグカッフちま意してください。 

のあるもの、油脂分のをい生クリーム、•飲み物は加熱前にかき混ぜて 
ノ (ターなどは、加熱中や加熱後に、 ください。 

突然、沸騰して飛び散ることがありま 
ず。 

やけどにごミ主意ください。 


で C 

乂 




やけどにミ主意 


♦オーブン調理•グリル調理 
•スチーム調理およびお手 
入れの脱臭と水抜をの後 
は、本体巧外や加熱室が 
高温になります。 

やけどにごま意ください。 


こんなとをは 


こんなとをはが障ではありません、巧のことをもう一度確認してくださし、。 

修 g をが頼される前に;欠の点および取が説明書ををう一度お調べください。 (今 P .52 〜 57) 


電源が 入 5 ない •ドアを開閉し、表示部に「0」が表示され操作キーを受け付けるか確認してくださし、。 

時々 電源が 入 5 ない （待機時消費電カオフ機能び働くと表示部の表示び消え、キーを受け付けません） 


冷康したごはんやお総菜 
などがうま<あたたま 5 
ない 


♦必ず容器（平皿）にのせて加熱してください。容器（平皿）を使わないでラップに 
包んだままの状態で加熱ずると、あたたまりません。 

容器の大ささは、食品を入れたとさ、ノ V 分目くらいになる大ささび適当です。 
♦わびや流で登録した容器を用いてあたためると、適温に加熱できます。 


レンジのとさ 
乂巧（スパーク）がでる 


♦黒皿(黒色ホー□一皿)を入れ、「あたため」や r レンジ」で加熱していませんか 
•焼網にアル S ホイルを敷いて加熱していませんか 
♦テーブルフレートや焼網などに食品カスがついていませんか 


加熱室奥の熱風ヒーター 
がホ熱したり、しなかつ 
たりずる 


•加熱室の温度を一定にして調理を上手に仕上げるため、熱風ヒーターを断続運転 
します。異常ではありません。 


加熱中、表示部やドアが 
くもったり、水滴が落ちる 


•メニューによって食品から出た水分び水蒸気となり、表示部やドアの巧側びくもる 
ことがあります。 

ドアの内側などに露がつき、床に落ちたときは、ふきんで热きとってください。 


加熱室巧に水滴が付着 •スチーム調理やメニユーによって食品から出た水蒸気が加熱室壁面に水滴として 
ずる 付着します。水滴はこまめにふきとってください。 [^ 930 ] 


調理が終了してもファン •とりけしキーを押したときや調理終了後、電気部品を冷却ずるためファンが回乾 
の風切り音がずる ずる場合がありまず。 


セツトした温度が途中で • 阿ーブン 1 (予熱あり）のとき、300での運乾時間は約已分です。その後は自動 
変わることがある のに 2 曰び C になります。 


300でに設定でさない 
ことがある 


•加熱室が熱い場合、および予熱なしの場合の最大設定温度は2己〇でになります。 


1- C 9859-1 


— D — 


D 8( HP ) 



















